
 

【
川
崎
市
立
日
本
民
家
園
の
コ
ロ
ガ
キ
】 

今
年
も
コ
ロ
ガ
キ
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
甘
草
屋

敷
で
も
コ
ロ
ガ
キ
を
干
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
風
景
が
民
家

園
で
も
見
ら
れ
ま
す
。 
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甲
州
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
で
は
、
本
年
度
よ
り

「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」
（
以
下
「
歴
ま
ち
法
」
と
言
う
）

に
基
づ
き
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
町
村
が
策
定
す
る
こ
の
計
画
が
国

か
ら
認
定
さ
れ
る
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
国
か
ら
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
び
、
こ
の
計
画

に
つ
い
て
、
審
議
・
協
議
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
協
議
会

が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
十
一
月
二
十
六
日
に
は
委
嘱
式
と

第
一
回
目
の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

協
議
会
は
、
学
識
経
験
者
、
地
域
で
活
動
す
る
市
民
団

体
及
び
市
役
所
関
係
部
局
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
計
画
の
な
か
で
は
、
重
点
的
に
各
種
事
業
を
行
う

区
域
を
い
く
つ
か
設
定
し
ま
す
。
こ
の
区
域
の
ひ
と
つ
と

し
て
上
条
集
落
を
中
心
と
し
た
神
金
地
区
を
想
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
上
条
地
区
保
存
会
の
代
表
と
し
て
中
村
一

仁
様
に
協
議
会
の
委
員
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

十
一
月
は
上
条
集
落
を
見
学
す
る
団
体
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｙ
Ｂ
Ｓ
山
梨
放
送
の
「
て
て
て
！
Ｔ

Ｖ
」
に
上
条
の
様
子
が
放
送
さ
れ
、
認
知
度
の
高
ま
り
を

感
じ
ま
す
。 

 

甲
州
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画 

協
議
会 

委
員
委
嘱
式
・
第
一
回
協
議
会
の
開
催 

県
内
に
五
つ
あ
る
国
宝
の
う
ち
、
三
つ
が
市
内
に
あ
り
ま

す
。
今
も
な
お
色
濃
く
残
る
歴
史
は
、
先
人
が
私
た
ち
に
引
き

継
い
で
く
れ
た
地
域
の
宝
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
宝
を
後
世
へ

引
き
継
ぐ
責
任
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
手
助
け
を
し

て
く
れ
る
の
が
「
伝
建
」
や
「
歴
ま
ち
法
」
の
制
度
で
す
。 

十
一
月
二
十
六
日
に
表
題
の
委
嘱
式
と
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
委
員
に
は
、
上
条
の
伝
建
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
工
学
院
大
学
の
後
藤
先
生
、
山
梨
大
学
の
先
生
や
区
長
会
、

農
業
委
員
会
、
観
光
協
会
の
各
会
長
、
塩
山
・
勝
沼
・
大
和
で

活
動
す
る
市
民
団
体
の
代
表
者
、
市
役
所
関
係
部
局
の
課
長
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
委
嘱
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
協

議
会
で
は
、
甲
州
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
策
定
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
委
員
の
皆
様
よ
り
ご
質
問
や
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

市
が
策
定
し
た
維
持
向
上
計
画
が
、
国
か
ら
認
定
さ
れ
る

と
、
国
土
交
通
省
、
文
化
庁
、
農
林
水
産
省
か
ら
街
路
（
道
路
）

や
建
造
物
、
水
路
な
ど
の
修
理
・
修
景
・
整
備
に
対
し
て
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
条
で
も
伝
建
関
係
で
い
た
だ

け
る
補
助
金
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
活
用
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備
や
無
電
柱
化
な

ど
の
事
業
を
国
の
補
助
を
受
け
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

写真１ 委員 委嘱式の様子 

写真２ 協議会の様子 

三
日
間
で
な
ん
と
延
べ
約

百
五
十
名
！
大
型
バ
ス
で
五

十
名
づ
つ
の
参
加
で
し
た
。

上
条
の
風
景
に
感
動
さ
れ
て

い
る
様
子
が
と
て
も
印
象
的

で
、
旧
広
瀬
家
住
宅
の
説
明

に
、
上
条
の
説
明
も
加
え
ま

す
、
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

市
の
観
光
交
流
課
で
甲
州

市
の
甲
州
百
目
柿
を
提
供

し
、
民
家
園
で
皮
む
き
イ
ベ

ン
ト
を
行
な
い
、
園
内
の
公

開
民
家
の
軒
先
に
吊
る
し
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

も
民
家
園
と
の
交
流
が
あ
り

ま
す
。 

写真３ 「炉端の会」見学の様子 写真４ 民家園に干されるコロガキ 

十
一
月
の
で
き
ご
と 

【
川
崎
市
立
日
本
民
家
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
炉
端
の
会
」
が
上
条
の
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
】 

十
一
月
九
日
・
十
一
日
・
十
三
日
の
三
日
間
に
か
け
て
、

「
炉
端
の
会
」
が
上
条
の
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 
 

民
家
園
に
は
、
中
子
沢
か
ら
移
築
さ
れ
た
「
旧
広
瀬
家
住

宅
」
が
あ
り
、
平
成
二
十
三
年
に
は
見
学
会
で
民
家
園
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
（
そ
の
時
の
様
子
は
「
上
条
報
告
第
三
十
一

号
」
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
）
。
そ
ん
な
ご
縁
も
あ
り
、
園

外
研
修
旅
行
で
上
条
の
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 



 Ｖ 

【
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
の
学
生
さ
ん
が
上

条
の
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
】 

産
業
短
大
・
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ー
ス
で
は
、「
伝
統
文
化
体
験
教
室
」
と
い
う
講
義
の
な
か
で
、

山
梨
県
内
の
歴
史
的
建
造
物
や
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
け

る
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
提
案
し
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
講
義
の
な
か
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
学
生
さ

ん
が
、
十
一
月
十
七
日
に
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
二

十
歳
前
後
の
学
生
さ
ん
、
さ
す
が
若
い
だ
け
あ
っ
て
、
福
蔵
院

か
ら
の
見
学
ル
ー
ト
を
息
を
切
ら
す
こ
と
な
く
ス
イ
ス
イ
と

歩
き
切
っ
て
い
ま
し
た
。
観
音
堂
の
中
で
木
食
白
道
や
百
観
音

像
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

今
回
の
成
果
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
、
来
年
三
月
の

成
果
発
表
会
で
発
表
す
る
そ
う
で
す
。
若
者
が
上
条
の
ど
ん
な

と
こ
ろ
に
関
心
や
興
味
を
も
っ
た
の
か
、
楽
し
み
に
待
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。 

【
「
て
て
て
！
Ｔ
Ｖ
」
で
放
映
】 

Ｙ
Ｂ
Ｓ
山
梨
放
送
の
平
日
夕
方
の
番
組
「
て
て
て
！
Ｔ
Ｖ
」

十
一
月
二
三
日
の
特
集
コ
ー
ナ
ー
で
、
晩
秋
の
古
民
家
ぶ
ら

り
旅
、
と
し
て
上
条
の
様
子
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【 

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー 

】 

文
化
講
演
会 

フ
ラ
ン
ス
シ
ル
ク
の
危
機
を 

甲
州
市
産
蚕
が
救
っ
た
！ 

江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
甲
州
市
内
で
生
産
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
蚕
種
紙
「
青
龍
」
を
発
見
し
た
長
野
県
の
個
人
研
究

家
、
鴇
田
章
氏
を
講
師
に
迎
え
て
の
文
化
講
演
会
で
す
。 

日 
 

時 
 

十
二
月
五
日
（
土
） 

 
 

 
 

 
 

開
場
午
後
一
時 

開
演
午
後
一
時
半 

場 
 

所 
 

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー 

参 

加 

費 
 

五
百
円
（
資
料
・
飲
み
物
代
） 

参
加
申
込
み 

「
青
龍
会
」
事
務
局 

☎
〇
九
〇-

二
一
六
五-

八
四
五
〇 

大
和
の
歴
史
的
風
致
散
策 

甲
州
市
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
歴
史
的
風
致
散

策
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
大
和
地
区
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

日 
 

時 
 

十
二
月
二
十
日
（
日
） 

午
前
九
時
～
午
後
三
時 

集
合
場
所 

 

甲
州
市
役
所
大
和
支
所 

駐
車
場 

参 

加 

費 
 

無
料
（
保
険
代
を
当
日
徴
収
） 

参
加
申
込
み 

文
化
財
課 

☎
三
二-

五
〇
七
六 

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い 

  

写真５ 産業短大「伝統文化体験

教室」上条見学の様子 

祝
日
で
し
た
の
で
県
内
の
多
く
の
方
が
番
組
を
ご
覧
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
上
条
の
温
か
い
雰
囲
気
が
出
て

い
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

上
条
の
秋
の
風
景 


